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シーズの概要 

従来、材料の圧縮・引張試験の破断後の破面観察は一般的に行われている。しかし，変形途中

の試験片表面の変形帯やクラックの発生時期及び発生場所についてはほとんど調べられていな

い。本技術は試験片の材料組織を現出し、その試験片を、圧縮あるいは引張試験により一定量の

変形ひずみを与えた後に除荷し、変形の途中をＳＥＭ観察する方法である。同じ試料にさらに一

定量の変形ひずみを加算し、その後除荷し、また SEM 観察する。これを破断まで繰り返すことによ

り（繰り返し圧縮試験）、材料の変形途中の組織変化を詳細に観察し破壊過程を明らかにする技

術である。図１に TiAl 金属間化合物の圧縮試験をこの方法で行った応力－ひずみ曲線と変形途

中の変形組織を示す。材料の変形・破壊過程を組織と併せて観察出来る手法はこれまで提案され

ていなかった。本技術はこれを始めて可能にした． 

事業化の対象・目標 

本技術をもとに新しい材料評価装置の開発が考えられる。SEM の試料ステージ部分にミニチュ

ア試験片の引張・圧縮試験が可能な装置を組み込むことにより、変形過程をその場で連続的に観

察し、材料の破壊のメカニズムを解明する評価装置の開発である。 

 

関連特許  

関連資料  

図　１　Ti-46mol%Al焼鈍材の繰り返し圧縮試験における応力-歪み曲線

【圧縮変形過程を調べる方法】

繰り返し圧縮試験

圧縮試験片の組織現出
　●電解研磨，　　　　　　
●エッチング　　　　

荷重を数％加える

除荷

SEM観察

●圧縮試験片に歪みを
数%ずつ加算し,その都
度荷重を除荷し変形組
織をSEM観察する.

 
 

(a) 圧縮歪み 2.1%， 650MPa  (α２相に変形帯が現れる) 

   (b) 圧縮歪み 8.4%， 1020MPa (α２相とγ相の変形帯の密度が増加) 

   (c) 圧縮歪み 13.8%， 1330MPa (α２相とγ相の界面でクラックが発生) 


